
Ⅳ．公営企業会計（※独立採算制による企業経理を行う会計） 

１．水道事業会計 

地下水を水源とする鹿島市の上水道は、市民生活に欠くことの出来ない安全でおいしい水を安定的に供

給するため、昭和２６年に第１次拡張事業として計画給水人口１５，０００人、１日最大給水量２，８００㎥/日に

給水区域を拡げ、昭和２９年の市政施行以後は、第２次、３次、４次拡張事業を行い、時代のすう勢による給

水人口の増加や生活様式の変化等がもたらす水需要の増加に対応してきた。 

しかし、昭和５０年代になると既設水源井戸の枯渇が顕著となり、取水能力も低下したため、第５次拡張事

業では更に需要量の増加を見込み、枯渇水源の補水を目的として新たに地下水源を求め、計画給水人口３

０，０００人、計画最大給水量１３，５００㎥/日として認可を得て給水を行った。（※現在の水源１２箇所） 

また、昭和６３年には、今後の更なる水需要の拡大に対応し、安定した水源を確保するため中木庭ダムに

水源を求め、計画給水人口を３３，２００人、計画最大給水量１９，１００㎥/日とする第６次拡張事業の認可を受

け、事業を継続している。 

（１）事業の概要 

（ア）事業の状況 

 ２１年度は、主な事業として水道庁舎監視装置更新工事、市道馬渡・辻線配水管布設替工事、県道

古枝・肥前浜停車場線配水管布設替工事を行った。また、送水管新設や老朽化に伴うポンプ設備の

取替、浄水池の改修及び配水管の布設替等を行っている。 

（イ）給配水の状況 

 給水戸数は、前年度に比べ８戸増加して９，３２５戸となっているが、給水人口は９１人減って２７，４１

３人になった。年間配水量は、前年度より１．５％減少し３，０８４，３６６㎥となり、年間有収水量は前年

度より０．３％減少し２，４８１，８５５㎥となった。なお、水利用の効率を示す有収率は、前年度より１．０

ポイント上がって８０．５％となった。 

 

（２）収支状況 

（ア）収益的収支の状況（※営業活動の経費、料金収入や人件費、物件費など） 

  決算状況については、収益的収入のうち水道料金収入が前年度に比べ、０．３％（１，７６３，４８４

円）減少し５０５，１３９，３０９円となり、受託工事収益及びその他の収益を加えた総収益は５２６，６１５，

３７４円（消費税及び地方消費税込５５１，９２２，４２１円）となった。一方、収益的支出は営業費用が０．

２％（６８０，６７７円）減少し、営業外費用が２５．４％（３８，４１６，１１８円）減少したことにより、総費用が４

３３，３７２，７３３円（消費税及び地方消費税込４３６，３９５，６０２円）となり、利益としては前年度より３５，

６４９，８１０円増加して９３，２４２，６４１円が生じた。 

（イ）資本的収支の状況（※将来の経営活動に備える施設整備や企業債〔借入金〕の償還など） 

  資本的収入総額は２７９，２４４，４００円（消費税及び地方消費税込）であり、収入の主なものは下水

道工事に伴う一般会計からの工事補償金４，５８３，９００円、繰上償還に伴う公営企業借換債等２６８，

０００，０００円及び消火栓工事負担金１，２５２，０００円などである。一方、資本的支出総額は４８３，６５

３，５７１円（消費税及び地方消費税込）となり、主な事業は老朽配水管の布設替えや配水管新設事業

として４９，６４９，２５０円、電気計装設備及びポンプ設備工事として２６，４１６，９５０円、企業債償還元

金３９５，９９８，５６６円（うち繰上償還分２０１，１２７，９９７円）などである。 

 なお、資本的収入が資本的支出に対し不足する額２０４，４０９，１７１円は、当年度分消費税及び地

方消費税資本的収支調整額３，５３７，４１４円、当年度分損益勘定留保資金１９１，４０７，４７２円及び

減債積立金９，４６４，２８５円によって補填している。 
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○収益的収支状況  （※営業活動の経費、料金収入や人件費、物件費など） 

 

（収入の部） ※事業収益                        （支出の部） ※事業費 

科  目 決算額（千円）

 

科  目 決算額（千円）

１．営業収益 541,189 １．営業費用 （※次頁参照） 323,776

 

１．給水収益 530,396  １．原水及び浄水費 47,551

２．受託工事収益 619 ２．配水及び給水費 18,603

３．その他営業収益 10,174 ３．受託工事費 619

２．営業外収益 10,733 ４．総係費 65,596

 

１．受取利息及び配当金 1,373 ５．減価償却費 186,634

２．他会計補助金 7,687 ６．資産減耗費 4,773

３．雑収益 1,673 ７．その他営業費用 0

４．消費税還付金 0 ２．営業外費用 131,259

３．特別利益 0  １．支払利息及び企業債取扱諸費 112,057

 １．固定資産売却益 0 ２．雑支出 562

合  計 551,922 ３．消費税及び地方消費税 18,640

合  計 455,035

 

○資本的収支状況   （※将来の経営活動に備える施設整備や企業債〔借入金〕の償還など） 

 

（収入の部） ※資本的収入                       （支出の部） ※資本的支出 

科  目 決算額（千円）  科  目 決算額（千円）

１．他会計出資金 211 １．建設改良費 （※次頁参照） 87,655

 １．他会計出資金 211  １．事務費 8,694

２．他会計負担金 1,252 ２．施設費 30,512

 １．他会計負担金 1,252 ３．改良費 48,449

３．工事負担金 0 ４．第６次拡張事業費 0

 １．工事負担金 0 ２．企業債償還金 395,999

４．工事補償金 4,584  １．企業債償還金 395,999

 １．工事補償金 4,584 合  計 483,654

５．固定資産売却収入 0

 １．固定資産売却収入 0

        

６．新設負担金 5,197

 １．新設負担金 5,197

７．企業債 268,000

 １．企業債 268,000

８．国庫補助金 0

 １．国庫補助金 0

合  計 279,244

                                     ○大村方第１水源地取水ポンプ（Ｈ２１年度更新） 
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○事業費の主な事業 平成２１年度 鹿島市決算（資料）

事業名 水道事業（一般管理） 
所管課 水道課 管理係 

費 目 営業費用 

事業費 

（千円） 
３２３，７７６ 財

源 

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

   8,306 315,470 

事業内容 

上水道は市民生活に欠くことのできないライフラインであり、今後も安全でおいしい水の安定供給を図る

ため、水道施設の修繕や更新、適正な料金の徴収等に要する費用について、今年度は以下のとおり支

出した。 

№ 内 容 金額（千円） 

１ 水源地電気料、委託料、検査手数料他 ４７，５５１

２ 給配水管修理費、量水器修繕費他 １８，６０３

３ 検針業務、その他一般委託料他 ６６，２１５

４ 減価償却費 １８６，６３４

５ 資産減耗費 ４，７７３
 

事業名 水道事業（施設管理） 
所管課 水道課 工務係 

費 目 建設改良費 

事業費 

（千円） 
８７，６５５ 財

源

国 県 市債（借入金） その他 一般財源

  68,000 5,835 13,820 

事業内容 

主な事業として、水道庁舎監視装置更新工事、市道馬渡・辻線配水管布設替工事及び大村方第１水

源地取水ポンプ取替工事等を行った。 

№ 内 容 決算額（千円） 

１ 水道庁舎監視装置更新工事 １８，３７５

２ 市道馬渡・辻線配水管布設替工事 １１，３０７

３ 県道古枝・肥前浜停車場線配水管布設替工事 ９，１３２

４ 大村方第１水源地取水ポンプ取替工事 ６，６５３

５ 県道奥山鹿島線下水道工事に伴う配水管布設替工事 ５，７３４

６ 市道中川公園線配水管布設替工事 ５，２８３

７ 市道筒口西三河内線送水管新設工事 ３，５８３

８ 辻浄水池改修工事 ３，５７６

９ 市道北舟津線配水管布設替工事 他 １２件 １５，１３５
 

水道庁舎監視装置更新工事（鮒越西配水地テレメータ） 県道古枝・肥前浜停車場線配水管布設替工事 
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